
















第 1 5 9 号平成22年８月１日( 9 ) なめりかわ 市議会だより

４
月
19
日
〜
４
月
21
日

○
長
野
県
小
諸
市
（
４
月
19
日
訪
問
）

　

昭
和
49
年
４
月
23
日
「
福
祉
都
市
の
実
現
」

を
共
通
テ
ー
マ
に
、
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結

ん
だ
。
提
携
後
、
市
民
外
交
を
中
心
と
し
た

団
体
交
流
を
柱
に
友
好
を
深
め
て
い
る
。

○
栃
木
県
那
須
塩
原
市
（
４
月
20
日
訪
問
）

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
多
く
の
滑
川
出

身
者
が
開
拓
の
た
め
栃
木
県
那
須
野
が
原
に

入
植
し
、
本
市
の
血
縁
者
が
多
数
活
躍
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
８
年
４
月
15
日
に
西

那
須
野
町
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
だ
。

そ
の
後
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
那
須
塩
原
市

と
な
っ
た
の
で
、
平
成
18
年
３
月
24
日
、
那

須
塩
原
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
ん
だ
。

　

市
議
会
は
、
小
諸
市
議
会
や
那
須
塩
原
市

議
会
へ
４
年
に
１
度
表
敬
訪
問
し
て
、
交
流

を
深
め
る
な
ど
、
お
互
い
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
小
諸
市
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
浅
間
山
麓
国
際
自
然
学
校
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
講
演
を
受
け
、
小
諸
市
の
自
然
に

つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
那
須
塩
原
市
に
お
い
て
は
、
最
先

端
の
那
須
ガ
ー
デ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
お
い

て
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
研
修
を
受
け
、

施
設
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

去
る
５
月
26
日
、
東
京
の
日
比
谷
公
会

堂
で
第
86
回
全
国
市
議
会
議
長
会
が
開
催

さ
れ
、
永
年
勤
続
議
員
（
20
年
）
と
し
て

高
橋
久
光
議
員
・
前
田
新
作
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
今
回
、
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
改
定
に
、
非
自
発
的

な
失
業
者
は
、
保
険
税
の
算

定
に
当
た
り
前
年
所
得
を
100

分
の
30
と
み
な
す
と
さ
れ
て

い
る
。
ど
う
い
う
場
合
が
該

当
す
る
か
。

A
荒
木
市
民
課
長　

該
当
す

る
の
は
、
倒
産
、
解
雇
な
ど

会
社
都
合
で
離
職
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
人
、
雇
用
期
間
が

満
了
し
行
進
さ
れ
な
か
っ
た

人
、
け
が
、
病
気
等
で
離
職

し
た
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

判
断
は
公
共
職
業
安
定
書
が

発
行
す
る
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
に
よ
る
。

Ｑ
現
実
に
は
雇
用
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

そ
の
場
合
は
対
象
に
な
る
か
。

A
荒
木
市
民
課
長　

雇
用
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は

対
象
に
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

申
し
出
が
あ
れ
ば
国
民
健
康

保
険
税
条
例
22
条
の
「
特
別

の
事
情
」
に
該
当
す
る
か
、

個
別
に
判
断
し
た
い
。

Ｑ
条
例
22
条
で
「
特
別
な
事

情
」
と
認
め
た
場
合
は
健
康

保
険
税
を
軽
減
で
き
る
。
こ

れ
を
生
か
す
べ
き
だ
。
こ
れ

ま
で
に
減
免
に
な
っ
た
例
は

あ
る
か
。

A
荒
木
市
民
課
長　

昨
年
１

件
あ
っ
た
。

Ｑ
申
請
に
基
づ
く
減
免
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
周
知
し
て

も
ら
い
た
い
。

A
荒
木
市
民
課
長　

周
知
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

Ｑ
窓
口
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
は
３
月
ま

で
全
国
的
な
モ
デ
ル
事
業
を

行
っ
て
い
た
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
た
か
。

A
荒
木
市
民
課
長　

国
民
健

康
保
険
法
44
条
で
は
、
特
別

な
理
由
に
よ
り
医
療
機
関
窓

口
で
一
部
負
担
金
を
支
払
う

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
は
減
額
ま
た

は
免
除
で
き
る
。
県
内
で
要

綱
等
の
減
免
制
度
が
あ
る
の

は
４
市
町
。
厚
生
労
働
省
で

は
21
年
度
に
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
し
、
22
年
度
中
に
統
一

的
な
運
用
基
準
を
示
す
予
定

で
、
こ
の
基
準
を
も
と
に
作

業
を
進
め
た
い
。

Ｑ
県
は
今
年
度
か
ら
県
産
材

の
利
用
に
助
成
す
る
。
自
治

体
独
自
に
助
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
当
市
で
も
考

え
れ
ば
ど
う
か
。

A
碓
井
農
林
課
長　

県
産
材

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
県
内

林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化

に
加
え
、
森
林
を
守
る
と
い

う
理
解
で
、
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
。
市
と
し

て
助
成
可
能
な
施
策
に
つ
い

て
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

Ｑ
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

一般質問

１
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

２
県
産
材
の
活
用
に
つ
い
て

古　

沢　

利　

之 

議
員

姉
妹
都
市
親
善
交
流

に
つ
い
て

永
年
勤
続
議
員
表
彰

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

永年勤続議員（20年）として高橋久光議員永年勤続議員（20年）として高橋久光議員永年勤続議員（20年）として前田新作議員永年勤続議員（20年）として前田新作議員
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総
務
文
教
消
防
委
員
会
行
政
視
察
報
告

 

（
５
月
18
日
〜
20
日
）

※ 

現
在
懸
案
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
課
設
置
、

行
財
政
改
革
の
取
組
み
等
に
関
し
て
の
視

察
調
査
を
実
施
し
た
。

◆
岐
阜
県
各
務
原
市
（
行
財
政
改
革
）

　

各
務
原
市
が
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
さ
ず
、
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
適
切
に
配
分
す
る
こ
と
で
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
・
拡
大
さ
せ
て
い
く
「
知

恵
あ
る
た
く
ま
し
い
21
世
紀
型
市
役
所
」
で

あ
る
。

　
「
小
さ
く
て
適
切
な
市
役
所
」
を
目
指
す
各

務
原
市
の
取
り
組
み
は
、
平
成
13
年
よ
り
開

始
し
た
カ
イ
ゼ
ン
運
動
に
よ
る
76
億
５
千
万

円
と
い
う
削
減
実
績
や
実
質
公
債
費
比
率
3.1
％

（
岐
阜
県
内
１
位
、
全
市
町
村
38
位
）
と
い
う

数
字
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。

　
「
小
さ
く
て
適
切
な
市
役
所
」
の
鍵
は
人

で
あ
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
ど
れ
だ
け
の

仕
事
を
ど
れ
だ
け
の
質
で
こ
な
し
て
い
け
る

か
が
重
要
だ
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
積
極

的
に
外
部
か
ら
人
材
を
迎
え
て
お
り
、
そ
れ

が
組
織
全
体
に
刺
激
を
与
え
、
活
性
化
に
寄

与
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

◆
長
野
県
茅
野
市
（
公
民
協
働
）

　

茅
野
市
で
は
公
民
協
働
に
よ
る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
」の
条
例
を
定
め
、

推
進
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
反
映
さ
せ

て
い
る
。

　

茅
野
市
民
館
建
設
に
際
し
て
は
、
基
本
構

想
作
成
か
ら
設
計
者
の
選
定
、
実
際
の
設
計

に
至
る
ま
で
も
市
民
主
導
で
検
討
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
茅
野
市
民
プ
ラ
ン
（
茅
野
市
総

合
計
画
）
や
、
市
民
参
加
の
公
園
づ
く
り
の

た
め
の
「
公
園
わ
く
わ
く
プ
ラ
ン
」
の
策
定

に
当
た
っ
て
も
、
多
く
の
市
民
や
民
間
団
体

等
が
参
加
し
検
討
を
重
ね
た
。

　

市
民
総
参
加
に
よ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る

み
ん
な
の
茅
野
市
」
を
合
言
葉
に
、
あ
く
ま

で
も
市
民
み
ん
な
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
だ
わ
り
に
、
地

域
主
権
を
大
切
に
す
る
茅
野
市
の
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
た
。

茅野市議会議場にて茅野市議会議場にて

◆
長
野
県
須
坂
市
（
子
ど
も
課
設
置
）

　

須
坂
市
で
は
、
５
歳
児
す
こ
や
か
相
談
事

業
の
実
施
に
当
た
り
「
０
歳
児
か
ら
高
校
卒

業
ま
で
の
子
育
て
支
援
充
実
の
た
め
の
長
期

的
な
視
点
で
の
観
察
」
と
「
発
達
障
が
い
児

早
期
発
見
と
そ
の
継
続
的
な
ケ
ア
」
の
必
要

性
の
観
点
か
ら
、
平
成
18
年
４
月
１
日
、
教

育
委
員
会
内
に
子
ど
も
課
を
新
設
し
た
。

　

巡
回
や
相
談
業
務
を
重
視
し
、
そ
の
充
実

を
図
る
た
め
、
保
健
師
だ
け
で
は
な
く
作
業

療
法
士
、
臨
床
心
理
士
等
の
ス
タ
ッ
フ
も
加

え
対
応
し
て
い
る
も
の
の
、
専
門
職
の
確
保

が
難
し
く
苦
慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
庁
舎
西
館
の
解
体
跡
地
に
整
備
さ

れ
た
多
目
的
防
災
広
場
の
現
地
視
察
も
併
せ

て
行
な
っ
た
。

◆
長
野
県
中
野
市
（
子
ど
も
部
設
置
）

　

中
野
市
は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基

本
ス
タ
ン
ス
の
一
つ
に
「
安
心
の
子
育
て
」

を
掲
げ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
を
強
力
に
推

進
し
て
い
く
た
め
、
教
育
委
員
会
で
は
な
く

市
長
部
局
に
「
子
ど
も
部
」
を
新
設
し
、
関

連
部
署
の
窓
口
の
一
本
化
を
図
る
こ
と
で
子

育
て
を
総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
を
整
備
し

た
。

　

部
と
し
て
一
本
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
分
散
化
し
て
い
た
乳
幼
児
か
ら
青
少

年
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
見
え
や
す
く
な
り
、

子
ど
も
の
支
援
が
総
体
的
か
つ
効
率
的
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
メ
リ
ッ
ト
が

報
告
さ
れ
た
。

　

放
課
後
児
童
に
関
し
て
も
１
つ
の
課
で
対

応
で
き
、
一
体
化
し
た
施
策
の
推
進
が
可
能

と
な
っ
た
も
の
の
、
教
育
委
員
会
と
の
線
引

き
や
連
携
に
課
題
が
残
っ
た
部
分
も
あ
る
と

い
う
。

　

子
育
て
支
援
を
総
合
的
か
つ
一
貫
し
た
組

織
で
行
な
う
と
い
う
こ
と
は
、
保
健
師
や
保

育
士
、
栄
養
士
、
指
導
員
等
の
連
携
強
化
が

図
れ
る
体
制
を
い
か
に
整
備
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
が
、
限
ら
れ

た
専
門
職
の
配
置
を
ど
う
す
る
か
は
須
坂
市

と
同
様
、
中
野
市
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
た
。

行

政

視

察

多目的防災広場地下備蓄倉庫にて多目的防災広場地下備蓄倉庫にて
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委
員
会

６
月
定
例
会
の
委
員
会
の

 

審
査
か
ら

　

６
月
定
例
会
の
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付

託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
主
な
項
目
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
総
務
文
教
消
防
委
員
会

　

審
査
議
案
は
４
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、
請
願
１
件
は
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
滑
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

◆
滑
川
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び

滑
川
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
滑
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◆
地
方
自
治
法
第
179
条
に
よ
る
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

●
所
得
税
法
第
56
条
廃
止
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
（
請
願
第
２
号
）

■
産
業
厚
生
建
設
委
員
会

　

審
査
議
案
は
７
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
、請
願
１
件
は
、趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
22
年
度
滑
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▼
平
成
22
年
度
滑
川
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◆
滑
川
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

◆
滑
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
滑
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
滑
川
市
東
福
寺
野
自
然
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
地
方
自
治
法
第
179
条
に
よ
る
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

●
東
福
寺
野
自
然
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
利
用
料
金

に
関
す
る
請
願
（
請
願
第
１
号
）

　

市
議
会
定
例
会
の
本
会
議
の
様
子
は
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
８
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
生
放
送
及

び
録
画
放
送
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
回
の
市
議
会
定
例
会
の
本
会
議
の
放
送

は
、
９
月
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
放
送
時
間
等

に
つ
い
て
は
、
決
定
次

第
、
市
広
報
・
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
等
を
通
じ
て

ご
案
内
し
ま
す
。

議
会
放
送
と

録
画
放
送
の
ご
案
内

６月定例会での①議員提出議案、②請願・陳情、③意見書提出要請、④要望書について

件 名 及 び 提 出 者 処 理 結 果

①　議員提出議案（３件）

　１　議員提出議案第８号　中小企業憲章に対する意見書……………………………本会議結果＝否決

　　　　　滑川市議会議員　古 沢 利 之　外１名

　２　議員提出議案第９号

　　　　転職・再就職の準備に必要な地域訓練センターの存続を求める意見書……本会議結果＝可決

　　　　　滑川市議会議員　砂 原 孝 　　外５名

　３　議員提出議案第10号

　　　　最低賃金を安心して暮らせる水準に引上げることを求める意見書…………本会議結果＝否決

　　　　　滑川市議会議員　水 野 達 夫　外３名

②　請願・陳情（２件）

　１　東福寺野自然公園パークゴルフ場利用料金に関する請願………………………本会議結果＝趣旨採択

　　　　　滑川市パークゴルフ協会長　神 田 真 邦

　２　所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める請願書……………本会議結果＝不採択

　　　　　新川民主商工会婦人部長　津 田 好 子
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件 名 及 び 提 出 者 処 理 結 果

③　意見書提出要請（３件）

　１　中小企業憲章に対する意見書………………………………………………………議会運営委員会不一致

　　　　　富山県労働組合総連合　議長　増 川 利 博　 （議員提出議案第８号へ）

　２　転職・再就職の準備に必要な地域訓練センターの存続を求める意見書………議会運営委員会不一致

　　　　　富山県労働組合総連合　議長　増 川 利 博　 （議員提出議案第９号へ）

　３　最低賃金を安心してくらせる水準に引上げることを求める意見書……………議会運営委員会不一致

　　　　　富山県労働組合総連合　議長　増 川 利 博　 （議員提出議案第10号へ）

④　要望書（１件）

　１　市発注事業の市内業者への優先発注並びに分離発注による受注機会拡大について

　　　　………………………………………………………………………………………全議員へ参考配布

　　　　　滑川市造園業組合長　谷 　 一 忠

６月定例会での本会議の結果について
議 案 内 容 等 採 決 結 果

◎議案第37号（分離採決）…………………………………………………………………原案可決（賛成多数）

　　滑川市東福寺野自然公園条例の一部を改正する条例の制定について
 賛成者＝水野・原・岩城・石倉・古沢・浦田・開田・澤谷・砂原・野末・高橋・前田

 反対者＝高木・中島・森

◎議案第30号～議案第36号及び議案第38号………………………………………………原案可決（賛成全員）

　　平成22年度滑川市一般会計補正予算（第１号）　外７件

◎請願第１号…………………………………………………………………………………趣旨採択（賛成多数）

　　東福寺野自然公園パークゴルフ場利用料金に関する請願
 賛成者＝水野・原・岩城・石倉・古沢・浦田・開田・澤谷・砂原・野末・高橋・前田

 反対者＝高木・中島・森

◎請願第２号……………………………………………………………………………………不採択（賛成少数）

　　所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める請願書
 賛成者＝水野・古沢・澤谷

 反対者＝高木・原・岩城・石倉・中島・浦田・開田・砂原・野末・森・高橋・前田

◎議員提出議案第８号………………………………………………………………………原案否決（賛成少数）

　　中小企業憲章に対する意見書 賛成者＝水野・高木・古沢・澤谷・野末・森
 反対者＝原・岩城・石倉・中島・浦田・開田・砂原・高橋・前田

◎議員提出議案第９号………………………………………………………………………原案可決（賛成全員）

　　転職・再就職の準備に必要な地域訓練センターの存続を求める意見書

◎議員提出議案第10号………………………………………………………………………原案否決（賛成少数）

　　最低賃金を安心して暮らせる水準に引上げることを求める意見書
 賛成者＝水野・古沢・開田・澤谷・野末・森

 反対者＝高木・原・岩城・石倉・中島・浦田・砂原・高橋・前田

◎民生委員推薦会委員の推薦について……………………………………………………異議なし（指名推薦）

◎議員派遣について…………………………………………………………………………原案可決（賛成全員）

議会を傍聴しましょう。次回の定例会は９月です。


